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○ この人しかできない･･･といった内容

だけでなく，「プロジェクタの配線が分

かりやすいようにテープで色分けして

おく」といった簡単で効果的な内容も合

わせて発表するようお願いしましょう。 

○ 実践時のポイントは，講師や進行との

掛け合いや質疑の中で押さえ，ワークシ

ョップへつないでいきます。 

３時間の研修会 
～ＩＣＴ活用を推進する手立て考えるモデル～ 

15
分 

① 研修の内容説明 

 ・ 担当者という立場

を確認 

30
分 

② 事例発表 

 ・ 先進校の取り組み

を聞いてみよう 

 ・ 質疑応答 

75
分 

③ ワークショップ 

 ・ 担当者として教室

にあるパソコンを

活用してもらうた

めの手立てを考え

よう 

 ・ 実態→手立て 

30
分 

④ 発表しよう 

 ・ 3 分間で 

 ・ 一言コメント 

20
分 

⑤ まとめ 

 ・ 講師に 

10
分 

⑥ セルフチェックシ

ートの記入 

 ・ 研修のふり返り 

○ 最初に研修会のねらい，ゴールを押さ

えることが大事です。ここでは，校内の

ICT活用担当者としての立場で参加して

いるので，情報を共有することの大切さ

についても押さえておきたいところで

す。 

○ 参加者が担当者としてかかえている

問題点各自付箋に書き出してもらい，そ

れをまとめていくことで課題を整理さ

せます。その後，課題に対する改善策も

同様に付箋に書き出してもらい，具体的

な手立てを明確にしていきます（付箋は

色の違うものを用意）。 

○ グルーピングが重要になります。比較

的に活用が進んでいる学校の担当者に

ファシリテーターをお願いし，活用のイ

メージを広げていくようにします。 

○ 各自がかかえる問題点とそれに対す

る改善点について情報を共有すること

で，明日からの実践につなげていっても

らうことが一番のねらいです。 

○ ２分間で発表を再度確認し。時間が来

たらそこでやめるようにしましょう。

（時間厳守です） 
○ 発表に対して，ポイントを得たコメン

トを必ず一言で述べるようにします。 
○ ポイントを黒板・スクリーン等に明示

しておくと整理ができます。 
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3 時間研修モデル 

 

 

 
 

このモデルは，地域内担当者を想定した研修会になっています。３時間と

いう短い時間ですし，各学校の現状は様々です（担当者のスキルも）。ワーク

ショップでは，担当者としての課題を共有するとともに解決の糸口に迫るも

のをテーマに設定しています。 
ワークショップで課題を共有し合うとともに，その対応策について具体的

に考えていくことは，校内のＩＣＴ活用を推進する者として「何をすべきか」

というイメージを持つことにつながります。そしてそれは，各学校に帰って

からの実践につながる可能性も広がると考えます。 
これまでの事例発表や講話を聞く研修にプラスして参加者によるワークシ

ョップを取り入れた流れになっています。あくまでもワークショップが中心

になるので，事例発表・講話もワークショップのテーマにそった内容をお願

いしましょう。 

○ 本研修をふり返る意味でセルフチェック

シートを記入してもらいましょう。 

  ※ 資料編○ページ 

○ 本研修に対するアンケート部分も作り，

時間配分やワークショップのテーマ設定な

どを視点に参加者の満足度を把握しておき

ましょう。 

○ 担当者として，「全ての先生が，いつでも 

使える」という視点をもってもらうことは大 

切です，しかし，担当者が一人で抱え込むこ 

とがないよう，担当者同士がつながることの 

重要性も押さえてもらいましょう。そのため 

の情報交換の場も考えておくとよいでしょう 

（メーリングリストや Web などで）。 

○ 最後のまとめは，講師にお願いしましょう。 

その際，ワークショップを行ったことの「よ 

さ」も確認してもらういます。校内研修でも 

ワークショップを取り入れることを提案しましょう。 




